
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 関市立洞戸小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月３０日（木） 

実 施 概 要 

 山の子収穫祭（長寿会との交流と保護者参観） 
  ・地域長寿会の方々と餅つき 
  ・地域長寿会の方々と丸餅づくり、ぼた餅づくり 
  ・５月からの米作りの様子をスライドで紹介 
  ・長寿会、保護者と会食 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ３０    人   

計     ５６     人 
地域関係者 ２６    人   

実 施 状 況 

 地域の長寿会の方には田植えから稲刈りまで継続してご指導頂き、収穫した
餅米を使い全校で収穫祭を行った。 
前日準備は４年生以上で担当し、４、５年生は会場の設営を、６年生はもち

米洗いを行った。 
長寿会の方に教えていただきながら育ててきた餅米を地域の方々と交流し

ながら餅つきをして、あんこ餅、きなこ餅、丸餅にして、一緒に山の子班ごと
においしくお餅を頂き、楽しく活動することができた。児童会を中心に、これ
までの学校行事の様子をスライドショーで紹介した。収穫祭の後、地域の方々
へのお礼の手紙を書くことで感謝の気持ちを伝えた。 

成果及び課題 

① 家庭・地域と連携した組織的・継続的な取組 

収穫祭は地域との関わり、協力があってこその行事であり、長寿会の方々

と触れ合いながら餅つきや餅作りなど貴重な体験ができた。また今年度も共

生学校づくり委員会が中心となり、挨拶標語を作り、のぼり旗を地域に立て

た。朝の挨拶活動を継続して、気持ちのよい人間関係を築いている。 

 

② 児童の意識の変容を見届け、指導に生かす評価の工夫 

行事や活動の終わりには全体の場で感想インタビューを行い、個の頑張り

などを互いに認め合い、広めることができた。また学級でも個人の振り返り

を位置付け、通信などを通し仲間によさを広めている。 

 

③ 様々な人権課題の理解や日常生活につながる継続的な取組 

打ち合わせや職員会議の中で児童の交流を行うことで、全職員が共

通理解をはかり、その対応について検討し、全校体制で取り組んでい

る。 
この行事は地域の長寿会の方々にとって、年中行事のような取り組みに

なっている。今後も続けてほしいと願っている。 

 


